















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































154  Feb.2017社 会 情 報
の両面に渡るものでしょうが，そう
いったものに関する情報集約の場とし
て，そこを使っていただけるような
かっこというのも，存続する根拠の一
つにはなるとは思っていますので，そ
んなふうに考えようと思っておりま
す．
今日は学内の方に講師をお願いし
て，このような形でシンポジウムを開
いたというのは初めての試みで，なか
なか普段はこういう形で集約できない
ような議題や論点が集中したかなと
思って非常にうれしく思いました．
今日，ご報告をいただきました，山
本先生，佐々木先生，木戸先生，高田
先生，どうも本当にありがとうござい
ました．コメンテーターをお引き受け
いただきました太田先生，ありがとう
ございました．最後になりましたが，
みなさん，本当に今日は長時間ありが
とうございました．これにてシンポジ
ウムを終わりたいと思います．どうも
ありがとうございました．
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